
 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウィルス感染症拡大のため、本部会の行事も多くが中止や紙面開催となりました。しかし、作品

審査や調査編集部の現状調査については実施することができました。今年度、部会だよりは今回のみの発行と

なります。会員の皆様には、例年と変わらぬ本部会への多大なるご協力を頂き、誠にありがとうございます。 

 

――― 令和２年度の活動を振り返って ――― 

             千葉県教育研究会技術・家庭科教育部会 会長 若林 雅夫 

 

新型コロナウィルス感染は幾度かの波となり、その影響は多方面に及ぶ中、本部会を支えてくださる皆様

の温かいご支援により今年度末を迎えようとしています。 

さて６月に令和２年度千葉県教育研究会技術・家庭科教育部会研究大会八千代大会並びに定期総会を八千代

市立八千代中学校で開催をする予定でありましたが、上記の感染防止対策の観点から紙面提案とさせていた

だきました。また 7月の役員研修会の折に昨年度の活動・決算の報告や今年度の計画・予算など、資料を配布

させていただきました。これまでの準備に向けて八千代支部を始めとする大変多くの先生方のご協力、ご支援

をいただきました。当日の授業展開、研究協議並びに総会の中止につきましては大変残念なことでありました

が、ご理解をいただき、感謝申し上げます。 

また、本教科の成果を発表する場の一つとして「千葉県中学生創造ものづくり教育フェア」があります。今

年度は１１月１４日に千葉県総合教育センターで開催する予定でしたが、これも感染防止の観点から「全国フ

ェア」、「関東フェア」同様に中止といたしました。 

そのような中、１０月に千葉県総合教育センターを会場にして、各支部からの作品の出品の協力を得て千葉

県技術・家庭科作品展審査会を行うことができました。約２００点の作品の中から、千葉県教育長賞、千葉県

技術・家庭科振興協会長賞などを選出することができました。各学校での昨年度の実践の成果が各作品に見る

ことができました。 

今年度は、中学校で令和３年４月１日から全面実施となる新学習指導要領の移行期間の最終年度となりまし

た。新学習指導要領では、次代を担う生徒が、豊かな創造性を備え持続可能な社会の創り手となるとともに、

生涯にわたって自立し共に生きる生活を創造し続けられるよう、資質・能力を育成していくことが求められて

います。本教科でも今回の改訂の趣旨を生かし、題材などの内容や時間のまとまりを見通しながら、単に何か

を作るという活動だけではなく、「技術の見方・考え方」「生活の営みに係る見方・考え方」を働かせた実践的・

体験的な学習活動へと転換を図り、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に取り組まなけれ

ばなりません。移行期最終年度に入り、新学習指導要領の実現に向けた具体的な方策を詰めている段階ではな

いかと思います。さらに評価については国立教育政策研究所から示された内容を確認して、令和３年度の完全

実施に向けて確実な準備を進めていく必要があります。 

また、令和６年度に開催予定の関東甲信越地区中学校技術・家庭科研究大会千葉大会に向けて、理事研修会

での協議から指導を開始しました。今後はオンラインの研修会等を含めて仲間の絆を深め、資質向上に向けて

力を結集させていくことが大切だと考えます。 

結びに、今年度の皆様のご尽力に感謝申し上げ、今後も変わらぬご支援、ご協力をお願いして、今年

度の部会だよりの巻頭言とします。 

 

令和３年３月２４日 

千葉県教育研究会 技術・家庭科教育部会だより 
技術・家庭科教育部会 広報部 



――― 千葉県中学校技術・家庭科教員現状調査より ――― 

 調査編集部の現状調査を今年度も実施いたしました。免許保有、勤務形態、年齢構成、教科経営上の問題点

など、各校からの回答を集計したものです。一部を紹介します。     （調査編集部資料より一部抜粋） 

  

令和２年度は、臨免や免許

外の担当者が本務・臨採・会計

年度任用者合わせて、技術分

野では 153 名、家庭分野では

82 名である。専門外の教員が

担当することにより、安全面

の指導や専門性の不足が懸念

される。 

――― 令和２年度 千葉県技術・家庭科作品審査会 ――― 

今年度、千葉県創造ものづくり 

フェアは開催されませんでしたが、 

令和２年１０月１日(木)に県総合 

教育センターにて、千葉県技術・ 

家庭科作品審査会が行われました。 

審査会に出品され、入賞した生徒を        

紹介します。                 県教育長賞作品【技術分野・家庭分野】 

No 【技術分野】作品名 生 徒 氏 名 学 校 名 備 考 

１ ドリームボックス 髙橋 美優さん 柏市立柏第二中学校 県教育長賞 

２ オリジナル小物入れ 藤乘 さくらさん 茂原市立東中学校 R３全国・関東候補 

３ 本 立 て 千葉 楓恋さん 茂原市立東中学校 R３全国・関東候補 

４ 六 角 箱 内田 怜那さん 千葉市立都賀中学校  

５ 木 箱 長谷川新太郎さん 鴨川市立安房東中学校 R３全国・関東候補 

入  

選 

棚付き本立て 髙橋 悠来さん 富津市立大貫中学校  

スライド本立て 渡邊 理世さん 八千代市立八千代台西中学校  

いす型飾り台 小齊 斗尊さん 市原市立双葉中学校  

小 物 入 れ 森田 颯太さん 千葉市立みつわ台中学校  

世界に１つの宝箱 五十嵐 好咲さん 佐倉市立南部中学校  

 

No 【家庭分野】作品名 生 徒 氏 名 学 校 名 備 考 

１ 変身するバッグ 野原 沙耶さん 千葉市立小中台中学校 県教育長賞 

２ バッグとパスケース 竹本 美月さん 千葉市立葛城中学校  

３ オリジナルバッグ 北村 優衣さん 君津市立君津中学校 R３全国・関東候補 

４ ユニバーサルデザインバッグ 大友 陽奈さん 千葉市立小中台中学校  

５ トートバッグ 植村 翔さん 千葉市立泉谷中学校 R３全国・関東候補 

入

選 

リバーシブルトートバッグ 新井 佳恵さん 船橋市立船橋中学校  

リバーシブルトートバッグ 室井 美波さん 船橋市立船橋中学校  

どうぶつえほん 小泉 菜々子さん 野田市立南部中学校  

Delicieux Voyage en France 長沼 夏凛さん 松戸市立六実中学校  

防災頭巾 戸部 桃花さん 八街市立八街中央中学校  

――― 編集後記 ―――    

 昨年に引き続き教育研究活動への制約が続いています。厳しい状況ではありますが、今回も多くの方々

に編集に協力いただき感謝申し上げます。今後もよろしくお願いします。 

 

《千葉県教育研究会 技術・家庭科教育部会 広報部 千葉市立松ケ丘中学校 大野 忠》 
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